
「
実
隆
公
記
」

を
読
む

｜
｜
公
卿
と
連
歌
師
｜
｜
i

小
西
甚
一
氏
は
そ
の
著
「
宗
祇
」
で
、
現
代
人
の
脳
裏
に
描
く
宗

祇
像
は
、
芭
蕉
の
先
達
と
し
て
の
「
痩
せ
衰
え
た
行
脚
僧
」
「
清
貧

の
隠
者
」
「
漂
泊
の
隠
者
」
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
実
は
虚
像
に

近
く
、
宗
祇
の
実
像
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
幾
度
も
の
旅
を
重
ね
た

事
実
は
「
頑
健
な
体
質
」
で
あ
っ
た
証
左
で
あ
ろ
う
し
、
居
宅
に
し
て

も
決
し
て
粗
末
な
草
庵
な
ど
で
は
な
く
、
「
ふ
と
こ
ろ
ぐ
あ
い
も
裕

福
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
「
旅
」
に
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
孤
高

の
詩
人
が
、
道
を
求
め
る
と
い
う
純
粋

K
風
雅
の
精
神
の
発
露
と
し

て
の
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
極
め
て
世
俗
的
・
実
利
的
な
面
も
も

っ
て
い
た
。
そ
し
て
実
利
的
な
旅
の
証
と
し
て
、
宗
祇
と
公
卿
三
条

西
実
隆
と
が
「
も
ち
つ
も
た
れ
つ
の
関
係
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
快

直
載
に
説
か
れ
て
い
る
。

稿
者
は
氏
の
御
高
説

K
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
稿
で
は
、

氏
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
実
隆
の
日
記
「
実
隆
公
記
」
を
通

し
て
、
公
卿
と
連
歌
師
達
と
の
関
係
を
も
う
少
し
具
体
的
に
考
察
し

て
み
よ
う
と
思
う
。
日
記
そ
の
も
の
引
用
は
、
多
少
量
一
復
し
た
り
、

ま
た
、
繁
雑
K
陥
る
と
も
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
煩
を
厭
わ
ず
引
用

帽
を
多
く
す
る
こ
と

K
よ
っ
て
、
な
る
べ
く
具
体
的

K
事
実
を
列
挙
し
、

（→ 

重
松
裕
巳

当
時
の
公
卿
・
連
歌
師
達
の
学
聞
の
実
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
両
者
は
ど
の
よ
う
な
形
で
相
互
扶
助
の
関
係
を
保
っ
て

い
た
の
か
、
等
を
み
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
記
述
の
要
領
は
、
年
次

別
K
、
宗
紙
・
肖
柏
・
宗
長
・
宗
碩
・
玄
清
を
夫
々
別
個

K
扱
っ
て

ゆ
く
が
、
各
連
歌
師
に
関
係
す
る
記
事
の
す
べ
て
を
列
挙
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
や
L

必
要
度
の
劣
る
条
項
は
、
各
年
次
の

下
K
当
該
連
歌
師
の
実
際
邸
訪
問
の

9

日
付
a

の
み
を
記
し
た
。

「
実
陵
入
会
止
は
、
実
隆
二
十
歳
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
か
ら
天

文
五
年
（
一
五
三
六
）
八
十
二
歳
K
至
る
ま
で
ー
そ
の
間
ま
L
欠
文

年
次
を
含
む
も
の
L

l
前
後
六
十
年
間
に
わ
た
る
記
録
で
、
紙
背
文

書
を
も
含
め
る
と
十
九
冊
の
大
部
（
続
群
書
類
従
刊
行
会
）

K
な
る
。

公
事
は
も
と
よ
り
、
妻
女
の
愚
痴
や
借
金
の
相
談
等
の
些
細
事
に
い

た
る
ま
で
を
詳
細
K
記
し
た
こ
の
日
記
は
、
読
む
者
の
要
求
K
応
じ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
中

世
か
ら
近
世
へ
の
転
換
期
の
世
情
を
つ
ぶ
さ

K
伺
い
知
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

著
者
の
実
隆
は
三
条
西
公
保
の
二
男
。
康
正
元
年
生
、
天
文
六
年

没
。
家
格
は
大
臣
家
。
永
正
三
年
（
五
十
二
歳
）
内
大
臣
。
古
典
学
・
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有
職
故
実
・
和
歌
・
連
歌
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
書
・
香
道

K
も
す

ぐ
れ
、
宗
祇
か
ら
古
今
伝
授
を
う
け
た
、
室
町
時
代
の
公
卿
を
代
表

す
る
碩
学
で
あ
る
。

当
時
の
公
郷
社
会
l
禁
裏
に
お
い
て
も
同
様
l
の
窮
之
は
甚
し
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
応
仁
の
乱
を
契
機
K
、
ま
さ
に
下
魁
上
の
当
世
、

荘
園
か
ら
の
年
貢
が
守
護
や
大
名
、
あ
る
い
は
そ
の
被
官
た
ち

K
横

領
さ
れ
、
滞
り
な
く
領
主
の
手
に
入
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
生
活
K
窮
し
た
公
卿
の
中
K
は
、
都
を
離
れ
て
地
方

K
大
名
や
豪
族
を
頼
っ
て
落
ち
て
ゆ
く
者
も
い
た
。
あ
る
者
は
仏
道

K
入
ろ
う
と
し
た
。
実
隆
と
て
例
外
で
は
な
い
。
居
宅
の
焼
失
三
回
、

大
勢
の
来
客
の
接
待
等
は
慢
性
的
家
計
失
調
を
招
い
た
。
借
金
は
珍

ら
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
秘
蔵
の
「
源
氏
物
語
」
を
売
却
す
る
こ
と

三
度
（
享
禄
二
年
K
は
宗
碩
の
仲
介
で
肥
後
の
鹿
子
木
三
河
守
親
員

K
二
千
疋
で
売
却
し
て
い
る
。
藤
崎
宮
造
営
K
関
与
す
る
。
）
、
つ

い
K
は
将
棋
の
駒
書
き
ま
で
筆
を
染
め
て
い
る
。

こ
の
実
隆
に
、
宗
祇
は
、
古
典
学
や
連
歌
の
師
と
し
て
臨
ん
で
い

る
。
卑
賎
の
出
（
出
自
さ
だ
か
で
な
い
）
の
宗
祇
が
公
卿
の
指
南
役

と
な
り
、
さ
ら
に
天
皇
・
親
王
の
和
歌
連
歌
月
次
御
会
の
メ
ン
メ
！

と
な
る
の
も
、
一
方
、
幕
府
連
歌
会
の
有
力
メ
ン
メ

l

・
地
方
武
将

の
指
導
者
で
も
あ
り
得
た
の
は
、
単
に
時
代
の
し
か
ら
し
む
る
も
の

と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
連
歌
師
の
も
つ
特
殊
な
性
格
l
宗
教
性
ー

を
も
考
慮
す
べ
き
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

き
て
、
さ
き

K
触
れ
た
よ
う

K
五
人
の
連
歌
師
を
と
り
あ
げ
る
が
、

本
稿
で
は
ま
ず
宗
祇
に
つ
い
て
の
考
察
を
す
L

め
た
い
。
な
お
テ
キ

ス
ト
は
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
の
「
実
隆
公
記
」
を
使
用
す
る
。

一
、
宗
祇

回
阿
川
同
］
宗
祇
五
七
歳
実
隆
二
三
歳

0

早
旦
於
宗
祇
草
庵
有
源
氏
第
二
巻
講
尺
（
七
月
一
一
・
一
二
日
）

＼
実
隆
公
記
K
宗
祇
が
登
場
す
る
の
は
こ
の
日
を
も
っ
て
す
る
。

へ
宗
祇
の
源
氏
講
尺
で
あ
る
。
な
お
以
下
K
種
玉
庵
と
あ
る
の

／
は
宗
祇
の
草
庵
の
こ
と
。

0

宗
祇
法
師
南
都
下
向
之
便
宜
可
下
之
由
可
命
之
由
被
仰
下
之
問
、

則
召
仰
宗
祇
了
、
（
七
月
十
八
日
）

＼
後
土
御
門
天
皇
の
御
使
と
し
て
南
都
興
福
寺
の
一
条
兼
良
を

／
訪
う
、
そ
の
相
談
で
あ
る
。

o
於
種
玉
庵
正
宗
三
体
絶
句
講
尺
聴
聞
、
（
一

O
月
二
六
日
）

＼
僧
竜
統
l
正
宗
ー
に
よ
る
三
体
詩
の
講
尺
を
実
隆
ら
と
聴
問
。

へ
こ
の
講
尺
は
、
一
二
月
一
六
日
、
翌
文
明
一

O
年
三
月
三
日

／
の
三
回

日
剛
H
同
国
一
二
月
中
旬
、
越
後
・
越
前
下
向
、
翌
二
年
九
月
初

旬
帰
洛
。

同
阿
出
回
以
春
、
東
国
・
越
後
下
向
・
翌
十
六
年
九
月
帰
洛
口

問
剛
山
同
阿
］
（
五
・
六
・
七
月
を
欠
く
）

0

宗
祇
法
師
上
洛
紅
燭
五
十
廷
送
之
、
（
九
月
二

O
日
）

日
嗣
H
阿
国
七
月
（
七
）
、
八
月
（
八
・
二
・
一
三
・
一
六
・
一

八
・
一
二
・
二
三
・
二
九
九
九
月
（
三
・
九
九

一
二
月
（
二
九
）

O

春
日
社
法
楽
百
首
続
歌
張
一
円
：
：
：
宗
祇
等
也
（
三
月
二
日
）

O

漉
氏
物
語
五
十
四
帖
書
写
之
功
今
日
終
之
、
：
：
：
及
晩
宗
祇
肖
柏
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等
来
、
歌
道
清
談
：
：
：
（
間
三
月
二
一
日
）

O

招
宗
祇
、
肖
柏
同
来
、
源
氏
物
語
葵
巻
読

ζ

（
同
二
八
日
）

』
こ
の
日
か
ら
実
隆
一
一
で
源
氏
物
語
の
講
尺
を
は
じ
め
て
い

～
る
。
終
功
は
翌
年
六
月
一
八
日
講
師
は
宗
祇
と
肖
柏
と
が

～
交
互
に
つ
と
め
て
い
る
。
源
氏
講
尺
は
四
月
（
三
・
四
・
一

」
三
・
一
八
・
二
三
・
二
八
）
六
月
（
三
・
八
・
一
八
・
二

～
三
）
七
月
（
三
・
七
・
一
九
・
二
六
・
二
八
）
八
月

一
（
七
）
九
月
（
一
・
三
・
六
・
九
・
一
一
・
一
四
・
一
六
－

J

一
九
・
二
四
・
二
六
）
一

O
月
三
一
・
三
・
一
三
）
二

J

月
（
一
三
・
一
九
・
二
八
）

K
、
榊
・
花
散
毘
・
須
磨
・
明

J

石
・
樗
標
：
：
：
の
順
に
よ
み
す
L

め
て
い
る
。

J

こ
れ
と
並
行
し
て
宗
祇
は
伊
勢
物
語
の
講
尺
を
六
月
（
一
・

工
ハ
・
一
一
・
一
三
・
一
六
・
一
九
・
二
一
）

K
行
っ
て
い
る
。

o
依
宗
祇
所
望
扇
面
和
歌
二
首
書
之
（
四
月
三
日
）

0

宗
祇
所
望
扇
両
ケ
書
固
（
五
月
二
八
日
）

0

宗
祇
連
歌
集
賠
清
書
事
所
望
、
持
料
紙
：
：
：
（
七
月
二
三
日
）

＼
宗
祇
が
自
撰
句
集
わ
く
ら
ば
の
清
書
を
実
隆
K
依
頼
し
た
の

／
で
あ
る
。
実
隆
は
承
諾
し
八
月
一
一
日
K
渡
し
て
い
る
。

0

宗
紙
来
、
万
葉
集
十
四
冊
可
送
給
由
約
之
、
及
晩
則
送
之
、
古
本

美
麗
物
也
（
一
一
月
一
六
日
）

同
州
川
川
出
七
月
初
旬
越
前
下
町
九
月
一
四
日
帰
洛
。

三
月
（
二
八
九
六
月
（
九
・
二
一
二
三
了
二
六
・
二
八
三

七
月
（
一
）
、
九
月
（
一
六
三
一

O
月
（
一
・
六
・
九
三
一

二
月
（
一
五
・
二
二
・
二
六
）

0

前
年
に
つ
づ
く
源
氏
講
尺
は
正
月
士
二
、

二
月
（
三
・
八
・

一
＝
了
一
二
・
二
八
三
三
月
（
二
三
）
、
五
月
（
二
一
・
一
四
・

一
八
・
二
三
・
二
六
三
六
月
（
一

0
・
一
一
・
一
二
・
一
三
・

一
四
・
一
五
・
一
六
）

＼
源
氏
講
尺
が
催
さ
れ
た
日
付
は
講
師
の
宗
祇
・
肖
柏
の
い
ず

／
れ
か
が
欠
席
の
場
合
も
す
べ
て
記
し
た
。

0

宗
眠
法
師
来
、
昨
夜
上
洛
云
々
、
源
氏
外
題
時
間
勘
違
之
、
歓
喜

無
極
。
（
二
月
二
二
日
）

＼
源
氏
物
語
の
外
題
書
き
を
勝
仁
競
王
に
依
頼
し
て
い
た
の
で

／
あ
ろ
う
。
宗
祇
の
喜
び
ょ
う
が
わ
か
る
。

O

源
講
今
日
終
功
了
、
為
誠
之
晩
頭
向
宗
祇
法
師
庵
、
（
六
月
一

八
日
）

o
宗
祇
来
、
昨
日
予
所
持
之
扇
宗
祇
法
師
取
之
、
伴
扇
面
可
書
歌
之

由
所
望
、
の
書
之
、
（
六
月
一
九
日
）

0

宗
紙
一
新
写
源
氏
物
語
外
題
阻
断
今
日
染
筆
了
、
（
八
月
四
日
）

o
国
名
々
所
一
巻
頭
一
蹴
押
印
筆
宗
祇
持
来
、
（
九
月
一
七
日
）

o
宗
祇
法
師
来
、
新
古
今
集
上
，
続
拾
遺
等
銘
事
所
望
、
（
一

O

下

月
二
三
日
）

閃
側
同
阿
国
（
六
・
九
1
士
万
を
欠
く
）

正
月
（
八
・
一
六
・
二
九
）
、
二
月
（
九
三
三
月
（
一
ム
ハ
）
、

四
月
（
九
・
二
五
三
七
月
（
二
七
九
八
月
三
一
）
、

O

宗
祇
来
、
沈
一
裏
口
、
自
愛
云
々
（
正
月
六
日
）

＼
香
道
に
す
ぐ
れ
て
い
た
宗
祇
が
沈
香
を
贈
っ
た
の
で
あ
る
。

／
実
隆
は
の
ち

K
香
道
の
流
祖
に
な
る
。

0

宗
紙
所
望
扇
歌
－
一
本
後
撰
拾
遺
等
銘
染
筆
了
（
正
月
一
九
日
）

o
源
氏
物
語
一
部
電
覧
終
功
、
系
図
不
審
所
々
粗
加
潤
色
、
相
談
肖

nv 
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U



柏
宗
祇
等
者
也
、
（
二
月
四
日
〉

＼
電
覧
と
は
人
に
見
せ
る
こ
と
の
敬
語
。
実
隆
は
源
氏
物
語
の

（
系
図
を
作
成
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
不
審
の
個
所
が
あ
り
、
こ

／
れ
に
つ
い
て
宗
祇
・
肖
相
K
し
ば
し
ば
相
談
し
て
い
る
。

O

宗
祇
園
、
厚
様
配
送
之
、
土
石
月
八
日
）

0

宗
祇
法
師
来
、
続
古
今
不
審
事
談
之
、
存
分
粗
命
了
、
（
二
月

二
四
日
）

o
宗
祇
法
師
来
、
古
今
集
柳
有
申
合
之
事
、
青
表
紙
正
本
管
木
巻
令

見
之
、
：
：
：
（
三
月
三

O
日
）

O

依
宗
紙
所
望
扇
面
歌
団
自
：
：
・
（
四
月
六
日
）

0

自
1
7
日
古
今
和
歌
集
講
談
密
々
事
也
自
愛
云
々
箇
月
三
百
）

（
こ
の
日
か
ら
宗
祇
か
ら
の
古
今
伝
授
は
じ
ま
る
。

閉
問
削
白
（
正
月

1
一
O
月
を
欠
く
）

一
一
月
（
四
・
一
七
三
間
一
一
月
（
一
・
二
・
四
）

伊
勢
物
語
講
尺
は
、
閏
一
一
月
（
五
・
六
・
七
・
一

0
・
一
一
了

一
一
二
・
一
四
・
一
六
）

＼
こ
の
講
尺
に
対
す
る
謝
礼
は
、
扇
歌
l
六
本
1
予
可
書
之
由

／
宗
祇
法
師
所
望
、
今
日
書
之
（
同
一
七
日
）

開
閉
凶
山
五
月
九
日
越
後
下
向
、
九
月
一
一
一

O
日
帰
洛
。

正
月
（
五
三
二
月
（
七
・
二

O
）
、
四
月
（
一

0
・
一
一
）
、

五
月
（
四
）
、
十
月
（
二
・
五
・
九
・
一
四
三
一
一
月
（
一
八

．
二

O
）

o
宗
祇
法
師
来
、
古
今
切
紙
、
源
氏
三
ケ
事
等
面
授
、
：
：
：
（
正
月

二
O
日
）

o
宗
紙
法
師
来
、
連
歌
会
所
奉
行
事
自
大
樹
被
仰
出
乙
：
：
：
（
三

月
二
八
日
）

＼
足
利
義
尚
よ
り
北
野
社
の
連
歌
会
所
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
宗

ヘ
眠
は
、
一
旦
辞
退
し
た
も
の
の
、
つ
い

K
は
承
諾
。
連
歌
界

／
最
高
の
地
位
で
あ
る
。

0

宗
祇
法
師
来
、
七
月
中
旬
依
武
命
参
江
州
御
陣
、
伊
勢
物
語
講
尺

事
被
仰
山
内
：
：
：
（
五
月
四
日
）

、
近
江
K
出
陣
中
の
足
利
義
尚
を
訪
ね
、
博
中
で
伊
勢
物
語
を

／
講
尺
（
八
回
）
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

O

宗
祇
法
師
明
日
下
向
越
後
国
云
々
、
扇
歌
三
本
依
所
望
今
日
書
遺

之
、
：
：
：
（
五
月
八
日
）

＼
上
杉
定
昌
の
弔
慰
に
越
後
へ
下
向
す
る
宗
祇
が
、
贈
物
に
扇

／
歌
三
本
を
依
頼
。

関
同
日
出
一
二
月
二
九
日
周
防
下
向
翌
延
徳
元
年
九
月
一
七
白
帰
宅

正
月
（
二
一

（
二
一
．
三
．
二

O
．
二
四
）
九
月
（
一
八
．
一
九
．
二

O
．二

二
．
二
六
）
、
一
（
U
月
（
一
四
）
、
二
月
（
一
三
．
一
八
）

＼
右
の
宗
祇
来
訪
の
中
に
は
、
古
今
集
講
義
・
詠
歌
大
概
講
尺
・

／
打
開
集
事
相
談
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

0

宗
祇
法
師
来
、
江
州
御
事
治
定
之
由
今
日
風
間
也
－
言
語
道
断
ヘ

今
日
又
目
薬
一
種
宗
祇
法
師
送
之
、
（
三
月
二
七
日
）

o
宗
祇
法
師
来
、
中
国
下
向
請
暇
来
、
（
三
月
二
八
日
）

o
宗
祇
法
師
来
、
昨
日
波
々
泊
部
状
今
日
伝
達
云
々
、
丹
州
知
行

分
事
也
、
（
七
月
二
九
日
）

＼
実
隆
の
治
行
国
で
あ
る
丹
波
の
今
林
荘
の
年
貢
取
立
K
関
寸

／
る
仕
事
K
も
宗
祇
は
関
与
し
て
い
る
。
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岡
阿
同
問
一

o
宗
祇
法
師
自
九
州
上
南
今
日
来
云
々
、
（
九
月
一
七
日
）

＼
山
口
の
大
内
政
弘
の
招
き
K
周
防
下
向
の
宗
祇
は
三
ヶ
月
余

／
彼
地
に
逗
留
。
九
州
で
は
な
い
。

o
宗
眠
法
師
、
沈
一
裏
送
之
、
九
月
二
九
日
）

o
宗
祇
法
師
来
、
連
歌
十
問
最
秘
抄
新
写
、
奥
書
宗
祇
法
師
可
載
之

由
、
政
弘
朝
臣
所
望
云
々
、
：
：
：
兼
又
件
草
子
銘
予
可
染
筆
之
由

也
1

（
一
一
月
一
六
日
）

0

宗
祇
法
師
孔
方
千
疋
秘
計
在
之
、
：
：
：
（
一
二
月
一
七
日
）

八
秘
計
と
は
借
金
の
こ
と

V

閲
剛
山
目

正
月
（
一
三
）
二
月
（
二
七
・
二
九
）
二
一
月
（
五
・
一
八
・

二
三
）
四
月
（
四
）
五
月
（
五
）
六
月
（
一
三
・
三

O
）

七
月
（
六
・
一
五
・
二
六
・
二
八
）
八
月
（
五
・
八
・
二

O
）

閏
八
月
（
二
七
・
二
八
）
九
月
（
一
・
八
・
九
）
十
月
（
一

五
）
一
一
月
（
一
・
一
九
・
一
二
・
二
九
）
一
二
月
（
一
）

o
自
種
玉
庵
三
柑
到
来
、
（
三
月
一
三
日
）

八
絹
は
ぜ

K
さ
し
に
つ
ら
ぬ
い
た
銭
の
こ
と

V

o
自
種
玉
庵
千
疋
到
来
、
（
三
月
一
五
日
）

o
自
種
玉
庵
千
疋
又
到
来
之
由
知
之
、
（
三
月
一
七
日
）

＼
こ
の
借
金
？
は
実
隆
邸
増
築
K
入
用
の
た
め
。
芳
賀
幸
四
郎

＼
「
三
条
西
実
隆
」
に
よ
れ
ば
、
三
条
西
家
の
各
地
の
荘
園
・

（
塔
の
森
の
渡
し
場
・
淀
の
魚
市
・
青
芋
座
か
ら
の
年
間
の
基

／
準
収
入
は
、
米
二
十
三
石
七
斗
余
、
麦
八
斗
八
升
、
銭
一
万

／
八
百
疋
余
。
こ
れ
は
年
度
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
り
、
大
永
三

～
年
の
ご
と
き
は
、
米
二
十
三
石
四
斗
余
、
麦
六
斗
余
、
銭
五

～
千
百
七
十
疋
余
で
あ
っ
た
。
又
、
三
条
西
家
の
使
用
人
の
給

～
料
の
最
高
額
が
百
疋
。
と
す
る
と
宗
祇
の
融
通
し
た
金
が
ど

「
の
程
度
か
わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の
。
宗
祇
は
魔
術
師
？

J

永
正
三
年
と
永
正
十
七
年
・
享
禄
二
年
K
実
隆
は
漉
氏
物
語

J

帽
を
千
五
百
疋
・
二
千
疋
で
売
却
し
て
い
る
。

0

宗
紙
法
師
来
、
定
家
卿
色
紙
形
一
枚
恵
之
、
秘
蔵
云
々
、
（
三

月
二
七
日
）

o
宗
紙
法
師
来
、
扇
一
本
遺
之
、
（
閏
八
月
一
日
）

O

宗
祇
法
師
来
、
貫
之
自
筆
集
以
下
手
本
等
令
見
之
、
玄
清
・
宗
作
・

宗
恕
等
同
道
来
見
之
、
各
感
歎
、
：
：
：
（
同
九
日
）

。
宗
祇
法
師
来
、
令
読
橋
姫
巻
‘
・
：
・
：
不
及
講
尺
、
只
文
字
読
計
也
、

（
一
一
月
四
日
）

0

宗
祇
法
師
来
、
扇
歌
三
本
所
望
之
問
、
悲
劇
中
雄
無
心
染
筆
遺
之

了
（
一
二
月
晦
日
）

八
相
当
の
無
理
で
も
宗
祇
の
言
い
分
は
き
L

入
れ
ら
れ
る
よ
う
だ

V

回
附
同
閏
五
月
一
百
越
後
・
若
狭
下
向
、
十
月
帰
洛
。

正
月
（
一
二
・
一
七
・
二
三
）
二
月
（
六
・
一
一
・
一
二
）

三
月
（
五
・
二
五
・
二
八
）
四
月
（
二
三
・
二
四
・
二
九
）

五
月
（
一
）
一

O
月
（
四
）
一
一
月
（
二
七
）
一
二
月
企
ハ
）

o
宗
祇
法
師
一
扇
歌
所
望
、
二
本
染
筆
、
（
二
月
七
日
）

o
宗
祇
法
師
来
、
卯
毛
四
枚
持
来
之
、
則
一
枚
令
進
上
競
王
御
方
了

（
一
二
月
一
五
日
）

0

宗
祇
法
師
入
来
、
古
今
集
聞
書
以
下
和
歌
相
伝
抄
物
等
一
合
付
封

預
置
之
、
老
生
遠
路
旅
行
、
再
会
難
期
之
閣
内
1

若
無
賜
京
之
儀
者
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令
付
属
之
由
丁
寧
談
之
、
（
四
月
二
九
日
〉

＼
越
後
下
向
K
あ
た
っ
て
、
老
齢
の
宗
一
紙
は
、
再
会
期
し
難
し
、

〈
若
し
不
慮
の
こ
と
あ
ら
ば
と
古
今
伝
授
K
関
す
る
一
切
を
実

／
隆
K
託
し
て
い
る
。
実
隆
を
後
継
者
と
決
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

o
新
古
今
日
伊
勢
物
語
等
宗
祇
所
望
書
与
之
、
（
一

O
月
一
一
日
）

嗣
岡
阿
国
（
正
月
1
九
月
を
欠
く
）

一
O
月
（
四
・
六
・
二
七
）
一
一
月
（
一
五
・
一
六
）
一
二

月
（
一
・
三
・
一
六
・
一
九
）

o
越
前
田
野
村
公
用
千
疋
慈
親
院
執
沙
汰
－
宗
祇
送
之
、
当
年
不
慮

之
子
細
也
1

：
：
：
（
一
二
月
四
日
）

＼
田
野
村
は
実
隆
の
荘
園
。
年
貢
千
疋
が
宗
祇
を
介
し
て
入
つ

（
た
の
で
あ
る
。
可
謂
天
之
所
与
者
也
と
い
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で

／
い
る
。

0

宗
祇
法
師
、
定
家
卿
未
来
記
日
十
、
雨
中
吟
十
七
首
等
読
之
、
上
原

豊
前
守
等
来
聴
－
豊
前
守
食
篭
二
柳
三
荷
、
四
宮
雁
一
柳
一
荷
、

金
覆
輪
一
腰
持
来
之
、
（
同
七
日
）

＼
上
原
豊
前
守
賢
家
・
四
宮
四
郎
長
能
ら
武
将
聴
聞
。
上
原
豊

＼
前
守
は
土
佐
日
記
の
読
み
方
に
つ
い
て
質
し
た
り
、
後
光
厳

／
院
震
筆
と
思
わ
れ
る
色
紙
と
、
実
隆
筆
の
伊
勢
物
語
と
を
交

／
換
し
た
り
し
て
い
る
。

岡
岡
山
出
（
四
・
七
・
八
・
一

0
1
一
二
月
を
欠
く
）
閏
四
月
五

日
越
後
下
向
山
1

翌
明
応
三
年
三
月
頃
帰
洛
か
。

0

宗
祇
法
師
、
薄
様
二
帖
短
冊
担
十
持
来
之
：
：
：
（
正
月
五
日
）

閑
州
側
凶
（
一

O
月
を
欠
く
）

正
月
（
一
二
）
、
二
月
（
一
八
・
二

0
・
ニ
九
三

三
月
（
三
・

八
・
↑
六
・
一
九
・
二
八
）
四
月
（
六
・
七
・
九
・
一
一
・
一

三
・
一
五
・
一
九
・
二
三
・
二
四
・
二
六
・
二
七
三
五
月
（
三
・

五
・
一

0
・
一
一
・
一
三
・
一
五
・
一
九
・
二

0
・
二
六
）
、
六

月
（
四
・
五
・
八
・
九
九
七
月
ご
て
四
・
一
三
）
、
八
月

（
二
五
・
二
八
九
九
月
（
一
・
九
・
一
一
・
一
二
三
一
一

月
（
一
六
・
一
八
・
二
三
・
三

O
）
、
一
二
月
（
一
五
）

0

宗
祇
法
師
来
、
兎
塞
五
管
恵
之
、
自
愛
一
玄
々
、
（
正
月
四
日
）

0

公
任
卿
筆
朗
詠
上
下
宗
紙
法
師
令
見
之
、
彼
真
跡
予
末
見
知
、
：
・

（
三
月
四
日
）

0

碩
一
面
、
杉
原
十
帖
宗
祇
法
師
恵
之
：
：
：
（
同
一
一
日
）

o
及
晩
宗
祇
法
師
来
、
沈
一
位
持
来
、
：
：
：
（
同
二
一
日
）

0

宗
祇
法
師
、
肖
柏
、
宗
長
等
来
、
：
：
：
宗
祇
法
師
一
荷
麦
麺
送
之
、
一

不
慮
芳
志
也
1

（
五
月
一
一
一
日
）

4

0

宗

祇

法

師

一

荷

両

種

携

之

来

、

（

六

月

一

四

日

）

o
宗

祇

法

師

一

司

丹

瓜

等

送

之

、

（

七

月

一

四

日

）

o
新
撰
菟
玖
波
集
廿
巻
遂
校
合
、
宗
祇
法
師
率
肖
柏
山
、
玄
清
、
宗
仲

等
悉
校
定
之
、
宗
祇
送
一
室
之
問
、
勧
一
蓋
了
（
九
月
一
三
日
）

＼
編
集
の
過
程
で
宗
祇
と
兼
載
と
の
衝
突
を
生
む
な
ど
苦
労
の

〈
多
か
っ
た
新
撰
菟
玖
波
集
の
校
合
が
め
で
た
く
終
り
、
奏
覧

／
（
九
月
廿
六
日
）
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
。

0

宗
祇
法
師
、
松
茸
一
折
送
之
、
（
同
二
三
日
）

o
宗
祇
法
師
送
一
桶
、
食
寵
等
、
（
二
月
一
一
一
一
日
）

0

宗
眠
法
師
送
一
明
：
：
：
（
一
二
月
二

O
日
）

0

宗
祇
法
師
、
勇
孝
法
印
自
筆
之
国
名
々
所
一
巻
令
進
上
子
禁
裏
、

今

日

所

令

持

参

也

、

（

同

二

八

日

）



開
同
同
出

正
月
（
四
・
九
・
一

0
・
一
一
・
一
一
二
）
、
二
月
（
九
・
一
五
・

一
九
）
‘
閏
二
月
（
一
・
二
・
三

O
）
、
四
月
〈
八
・
一
一
・
一

四
九
五
月
（
一
二
）
、
六
月
（
九
三
七
月
（
二
八
九
八
月

（
一
・
三
・
七
・
九
九
九
月
（
一
・
四
・
九
・
一
三
・
一
四
・

一
五
・
一
八
・
ニ

0
・
二
四
・
二
五
・
二
八
三
一

O
月
（
一
・

三
・
六
・
八
・
一
八
三
一
二
月
（
七
・
一
六
・
二
二
・
二
七
・

二
九
）

0

宗
眠
法
師
来
、
一
一
帯
送
之
、

王
御
方
御
詠
今
日
被
下
之

：
：
：
長
門
国
住
吉
法
楽
百
首
吹
親

悉
周
備
遺
宗
祇
了
、（
閏
二
月
一
二
日
）

。
宗
祇
法
師
長
門
国
住
吉
法
楽
百
首
奥
書
事
所
望
之
開
問
、

A
7
白
書
之
、

（
同
二
七
日
）

～
新
撰
菟
玖
波
集
の
撰
集
を
終
え
て
、
そ
の
報
寮
の
た
め

K
長

｛
門
住
吉
社
に
法
楽
百
首
和
歌
を
勧
進
し
た
。
後
土
御
門
天
皇

／
の
御
製
を
賜
わ
り
、
序
文
は
実
隆
が
書
い
た
。

0

宗
祇
法
師
来
、
薫
物
侍
従
調
合
恵
乙
令
具
秘
蔵
之
者
也
、

（
同
二
八
日
）

o
宗
祇
所
望
法
花
経
外
題
二
部
今
朝
染
筆
、
（
四
月
一

O
日
）

o
宗
眠
法
師
来
、
輪
台
、
青
海
波
秘
事
一
巻
多
氏
極
秘
之
儀
持
来
之
、

（
同
一
七
日
）

o
宗
祇
法
師
所
望
色
紙
三
六
首
耕
一
賦
古
縛
一
仁
榊
補
者
也
：
：
：
今
朝
染
筆

了

（

五

月

五

日

）

o
宗
祇
法
師
来
愚
亭
一
広
々
、
の
帰
宅
之
処
壷
一
、
青
蚊
一
絹
携
之
、

八
「
青
蚊
」
は
銭
の
こ
と

V

（
同
二
五
日
）

0

宗
祇
法
師
、

唐
墨
一
切
送
之
、
（
七
月
二
七
日
）

彼
所
望
草
紙
打
曇
和
歌
世
六
首
染
筆
遺
之

（
八
月
一
八
日
）

o
宗
祇
法
師
贈
蒲
穂
子
、
不
思
懸
芳
志
拍
山
、
（
九
月
一
五
日
）

o
宗
眠
法
師
食
寵
物
一
合
贈
之
、
：
：
：
（
同
一
九
日
）

0

宗
祇
法
師
来
、
源
氏
物
語
内
不
審
抄
出
持
来
之
珊
有
相
談
之
事

等

、

：

：

：

（

一

O
月
一
一
日
）

o
宗
眠
法
師
鼻
歌
所
望
書
之
、
圭
魚
小
差
一
合
恵
之
、
不
慮
之
芳
情

也
及
晩
彼
法
師
夫
明
日
可
令
下
向
撮
州
：
：
：
万
葉
不
審
題

目

相

談

、

肺

啓

蒙

了

、

（

同

二

五

日

）

。
宗
祇
法
師
所
望
発
句
世
六
句
炉
一
瞬
書
之
寸
扇
歌
二
本
、
書
之
遺
了
獣

炭

畳

荷

四

裏

贈

之

謝

遺

了

、

（

一

二

月

二

一

日

）

闘
岡
阿
国
（
三
月
を
欠
〈
）
五
月
一
日
越
後
下
向
、
九
月
四
日
帰
埼

四
月
（
二
）
、
五
月
（
一
）
九
月
（
七
三
十
一
月
（
四
・
二
六
）

o
宗
祇
法
師
蟻
緑
一
実
鶏
珠
千
文
、
土
器
物
等
持
来
弓

（
正
月
三
日
）

o

扇

三

本

遺

宗

祇

法

師

了

、

（

正

月

四

日

）

o
宗
祇
法
師
扇
粁
一
歌
所
望
、
晩
陰
染
筆
遣
之
（
同
八
日
）

0

宗
眠
法
師
播
州
土
産
野
崎
器
併
漢
布
等
恵
之
不
慮
之
儀
謝
意
無

極

者

也

（

四

月

三

日

）

0

宗
祇
法
師
来
、
自
北
国
昨
日
及
晩
上
洛
、
：
：
：
一
樽
青
扶
等
宮
笥

之
由
、
毎
度
芳
志
難
謝
尽
者
也
（
九
月
五
日
）

0

宗
祇
法
師
所
望
扇
歌

n
u書論岨
1

（
同
一
三
日
）

0

宗
眠
法
師
短
冊
箱
銘
所
望
、
可
然
之
題
目
更
雄
不
能
思
量
懇
望
之

今
日
自
紀
州
上
賞

0

宗
祇
法
師
来
、
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問
書
之
、

o
宗
祇
法
師
送
二
宜
、
：

0

宗
祇
法
師
扇
歌
三
本
所
望
書
遣
之
、

（
同
一
六
日
）

（
同
一
九
日
）

今
日
下
向
婿
州
云
々
、

（
同
二

O
）

o
宗
紙
法
師
来
、
肖
柏
法
師
同
道
、
茶
十
袋
被
恵
之
、
（
二
月
六
日
）

岡
岡
阿
国

正
月
（
一
五
）
、
二
月
（
一
・
三
・
七
・
ニ
六
・
二
八
）
、
三
月
（
二
一
・
二

七
）
、
四
月
（
一
）
六
月
（
二
・
一
三
・
一
七
）
七
月
（
八
・
二
七
）
、
八

月
（
一
・
一
三
二
八
）
、
九
月
（
一
）
、
一

O
月
白
・
五
・
九
・
一
四

二
六
・
一
九
）
、
閏
十
月
（
一
・
四
・
一
一
・
一
四
・
一
五
・
一
八
・
二

五
・
二
八
）
、
一
一
月
（
一
・
九
・
一
六
・
二

O
）

O

及
晩
来
高
：
：
：
糊
打
烏
子
五
十
枚
恵
之
尤
秘
蔵
也
会
一
旦
一
七
日
）

o
宗

眠

法

師

送

青

州

二

冥

：

：

：

（

同

二

八

日

）

O

宗
祇
法
師
来
、
・
：
：
色
紙
世
六
枚
続
臨
ん
鯨
唯
一
一
蛾
）
依
宗
祇
所
望
如

形

染

筆

、

草

案

加

文

書

了

、

（

同

二

九

日

）

o
宗
祇
法
師
来
、
明
日
可
令
下
向
江
州
一
玄
々
、
古
今
集
銘
二
、
色
紙

六

枚

依

所

望

書

遣

之

、

（

四

月

二

日

）

0

宗
祇
法
師
自
江
州
昨
夕
上
洛
云
々
、
今
朝
来
、
青
蚊
一
絹
称
宮
笥

之

由

－

煩

費

之

条

痛

入

者

也

、

（

六

月

六

日

）

o
扇

歌

け

五

宗

祇

所

望

之

間

遺

之

（

同

七

日

）

O

新
写
半
一
昨
今
集
奥
書
之
事
、
宗
祇
頻
雄
令
辞
之
、
以
行
二
再
三
問
答
、

領

紋

之

間

今

日

遺

之

了

（

八

月

一

七

日

）

＼
実
隆
写
の
古
今
集
K
宗
紙
の
奥
書
を
依
頼
し
た
る

K
、
宗
祇

／
辞
退
ω

そ
こ
で
行
こ
を
介
し
て
承
諾
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

0

宗
祇
法
師
来
、
薫
物
黒
方
、
持
来
之
、
（
一
一
一
月
一
日
）

0

宗
祇
法
師
来
、
青
扶
持
来
、
不
慮
芳
志
也
－

他
K
食
鐘
（
一

0
・
一
四
）

岡
阿
川
出

正
月
（
八
九
二
月
（
八
三
三
月
（
一
・
三
・
五
・
一
三
）
、

四
月
（
一

0
・
一
七
・
二
二
・
二
七
・
二
九
九
五
月
（
一
三

六
月
（
一
・
二
・
六
）

0

宗
祇
法
師
来
、
一
橋
両
三
種
携
之
：
：
：
宗
祇
古
今
、
新
勅
撰
等

外
題
所
望
、
染
筆
円

μ
十
五
首
題
書
之
（
正
月
六
日
）

0

宗
祇
法
師
来
、
斎
藤
弾
正
古
今
本
奥
書
事
愚
筆
所
望
之
由
申
之
間

書
之
、
宗
祇
法
師
可
加
判
周
彼
法
師
今
日
下
向
江
州
云
々
、

（
三
月
二

O
日
）

o
宗
祇
法
師
一
昨
日
自
江
州
上
均
一
壷
智
子
等
送
之
、

（
四
月
九
日
）

o
宗
祇
法
師
来
談
、
；
：
：
六
噴
三
体
詩
等
銘
所
望
之
閣
内
1

則
染
筆

了

、

（

同

一

二

日

）

o
濃
州
衣
斐
出
雲
椿
生
、
包
丁
、
小
刀
等
送
之
、
先
年
和
歌
合
点
之

事

申

之

者

也

、

宗

祇

媒

扮

也

、

（

同

一

六

日

）

o
詠
歌
大
概
新
写
違
宗
祇
法
師
、
是
可
遣
衣
斐
出
雲
守
子
彦
六
郎

開

箱

一

世

等

也

、

（

同

二

五

日

）

0

宗
祇
法
師
、
唯
三
、
青
侍
三
人
各
可
著
用
之
由
申
送
之
、
言
語
道

断

不

可

思

儀

之

芳

情

也

、

（

同

二

八

日

）

o
宗
祇
法
師
来
、
古
今
箱
銘
防
署
詰
訓
二
字
如
此
書
之
了
、
（
五
月
四
日
）

o
魚
市
事
自
繍
州
伊
丹
兵
庫
助
許
可
然
之
返
事
到
来
、
旨
趣
以
愚
欣

一

不

宗

祇

了

、

（

同

一

九

日

）

o
宗

眠

法

師

来

話

、

（

同

二

四

日

）

同

二
七
日
）
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魚
市
事
有
示
旨
等
、



0

天
津
白
魚
市
上
民
有
命
之
国
円
中
務
少
輔
、
玄
清
等
委
細
加
問

答
了
、
遺
書
紋
於
江
州
宗
祇
法
師
了
、
（
六
月
一
六
日
）

』
淀
の
魚
市
は
三
条
西
家
の
有
力
な
財
漉
で
あ
っ
た
。
こ
の
魚

～
市
本
所
料
の
配
分

K
つ
い
て
の
西
園
寺
家
と
の
争
い
も
明
応

＼
五
年
四
月

K
落
着
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
右
の
五
月

／
一
九
日
・
二
回
目
、
六
月
一
六
日
の
記
事
か
ら
察
す
る
と
、

／
な
お
事
が
生
じ
、
そ
の
対
策
、
解
決

K
宗
祇
も
関
与
し
て
い

，
る
こ
と
が
わ
か
る
。

岡
附
困
秋
越
後
下
向
。

文
亀
元
年
宗
祇
八
一
歳
実
隆
四
七
歳

0

宗
祇
法
師
青
蚊
、
鳥
子
等
送
之
、
（
一
二
月
一
二
日
）

o
宗

祇

所

望

八

景

詩

歌

色

紙

書

之

、

（

同

一

八

日

）

o
宗
祇
法
師
古
今
集
聞
書
切
紙
以
下
相
伝
之
儀
悉
納
画
付
封
今
日
到

来
、
自
愛
誠
以
道
之
冥
加
也
、
尤
所
深
秘
也
、
（
九
月
一
五
日
）

0

宗
祇
所
望
八
代
集
外
題
今
日
染
筆
、
（
同
一
八
日
）

宗
祇
は
明
応
九
年
七
月
十
六
日
、
」
越
後
へ
の
最
後
の
旅
を
と

こ
ろ
み
、
こ
の
年
は
越
後
国
で
越
年
。
当
地
で
は
弟
子
宗
碩

の
た
め

K
六
月
七
日

1
九
月
一
八
日
古
今
集
の
講
尺
。
病
を

得
た
宗
祇
は
文
亀
元
年
も
こ
L

で
越
年
。
明
け
て
文
亀
二
年

三
月
初
め
発
ち
、
伊
香
保
・
河
越
な
ど
を
経
て
七
月
三
十
日

箱
根
湯
本
で
没
し
て
い
る
。
従
っ
て
右
の
文
亀
元
年
の
記
事

は
越
後
か
ら
の
贈
物
や
依
頼
で
あ
る
。
文
明
一
九
年
四
月
一
一
一
日

か
ら
始
め
た
古
今
伝
授
も
、
こ
の
九
年
十
五
日
宗
祇
か
ら
届

け
ら
れ
た
「
古
今
集
聞
書
以
下
の
相
伝
の
書
類
」
に
よ
っ
て

終
了
し
た
の
で
あ
る
。

宗
祇
の
計
報
を
、
実
隆
は
次
の
よ
う

K
し
る
し
て
い
る
。

喰
玄
清
来
、
宗
眠
法
師
去
七
月
二
九
日
於
相
模
国
入
量
凶
圃
相

竜
驚
歎
無
物
子
取
喰
、
周
章
無
比
類
者
也

（
文
亀
二
年
九
月
一
六
日
）

精
神
的

K
も
物
質
的

K
も
、
最
大
の
援
助
者
で
あ
る
宗
祇
を
失
っ

た
実
隆
K
と
っ
て
、
「
驚
歎
無
物
子
取
吹
周
章
無
比
類
」
と
は
偽

り

の

な

い

一

吉

田

葉

で

あ

ろ

う

。

ー

ー

さ
て
、
結
論
だ
け
の
べ
る
と
す
れ
ば
、
彼
等
の
関
係
は
一
献
珪
ア
実

隆
l
宗
祇
l
一
欝
一
の
図
式
で
表
わ
せ
る
か
と
思
う
。
宗
祇
は
、
直
接

K
は
実
隆
と
動
相
違
と
の
仲
介
者
で
あ
り
、
さ
ら

K
実
隆
を
介
し
て

天
皇
と
武
将
達
と
の
媒
扮
を
も
果
し
た
。
そ
の
場
合
、
他
の
公
卿
と

違
う
実
隆
の
利
点
は
、
実
隆
が
特
K
天
皇
の
信
を
得
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
人
物
的

K
も
そ
の
資
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
っ

た
ろ
う
が
、
実
隆
の
妻
の
姉
（
房
子
）
が
後
土
御
門
天
皇
の
後
宮
K

入
っ
て
お
り
、
妹
（
藤
子
）
も
後
相
原
天
皇
の
後
宮
K
入
っ
て
い
た

と
い
う
幸
運
も
手
伝
っ
て
、
宗
祇
の
所
望
の
実
現
を
容
易
な
ら
し
め

た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
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